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水稲栽培 にお ける中間管理作業 において、薬剤の均一散布作業や こまi めた水管理作業

に対す る負担が大 き く、特 に、近年整備が進め られている大区画圃場では、省 力的な管

理技術 の確立が要求 されている。

そ こで、水 中拡散性 に優れたフロアプル除草剤 を水 口付近 に全使用量を二括処理 して、

潅漑水 ↓きようて圃場全体 に拡散 させ る新 しい処理技術 「水 口処理す につ いて、1 処理方法

及び除草効果 にっ ぃて検討し た。そ の結果、実用化 の知見 を得たので、 指導上の参考 に

供するよi    : , ｀                 ‐     ‐ ―! | | ■ |  |

2  技 術 の内容                             ‐

( 1 ) 水 口処理の特徴

ア 作 業性                   ―

重 い散布器具 を背負 った り、圃場 内作業の必要がな く、圃場の大きさや形状 に

とらわれず、所定量 を水 口に一括処理す るため、労力 ・時間的な負担がかな り軽

減で きる省 力的な処理技術で ある。

イ 有 効成分 の拡散性

潅漑水上 に一括処理 した有効成分 は、処理 2 4 時間後 になる とほぼ画場内の全体

|  に 拡散す るが、手散布処理 に比べてやや不均千で ある。
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i 除 草効果                   |  十
‐
   事 故 布処理 とほぼ同等の効果 を示す。水 口付近での除草効果がやや不安定 とな

| ることがあ―るが実用上は問題 ない。             ‐ ' ‐, 十 ‐

( 2 ) 水 口処理がで きる圃場条件

‐ ア  潅 漑設備              |          |  .

― f   パ イプライ ン等 による潅漑設備が整 ってお り、潅漑水が安定 して供給 され、適

正水深 5  c l l l 前後 まで 4 ～ 6 時 間程度で入水可能であること。

イ 漏 水 対策

畦畔等か らの漏水防止対策がなされていること古         Ⅲ

ウ 均 平性

代掻 きが丁寧 に行われ、均平度が高 く、水持ちが良好であること。

( 3 ) 水 口処理の手順

処理後 の残効期間を考慮 し、初期剤 を除いてできるだけ雑草の発生初期 に処理す

る ことが望 ましい。

ア 移 植直後処理 ( 初期剤 のみ) : 移 植後、最初の海水時 に処理す る。

イ 移 植後処理 ( 初期剤および一発処理剤) : 自 然減水後 ( ヒタヒタ水 の状態 ～水

深約 2 品 ) の 滋水時に処理 ( 具体的な使用時期は防除基準に従i V、ヽ1 処理する除草

剤の使用可能時期までは、通常の水管理 とする) 。
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水尻 の 閉鎖 水 尻 の 閉 鎖

①移植直後処理 ②移植後処理

1 給 水 栓 を 全 開

通常の本管理  ‐‐  t   ‐   ■ 1
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ヒ歩と夕水あ扶患だ京深あ品'とな名
|ま
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自然 減 水 させ る ( 強制 落 水 は しな い ) 。
・ ‐

し、 圃場 内 に充 分水 の流 れ が で き るの を確て認 。

と翠里
. = 導芋

ど給
↑骨? 吹

き出し回にフロアブル除草剤を■括処理する。

湛水深が 5  c m 前後 になうた ら、 し うか りと止水す る。

処理後 3 ～ 4 日 は水 を動か さない。    !   ― ―

( 差し水, t かけ流 し, 落 水 は厳禁)  :  i

'                           `                                  ■
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指導上の留意事墳       ｀

  ま 、鬼≧方法 として ぁ くまぉ もお二散嘉ふ
1 塁

( 1 ) 除 草剤 の効果 を十分 に発揮 させ るに,

本 とな る。   ‐
~                        ‐ ‐

| 夕 |  し
たが うで、水 白処理は大 区画圃場 ( 概ね 5 0 a 以 上) に 対応 した省力作業性 を

よ り重視 した処理技術 として位置付 ける。

| イ . 睦 時々
｀
| だ け下 や散布カェ可能な耳可―? 甲 場で | キ‐よ り効果の客定 “甲ゃ| め 、

手散布処理 を基本 とする。 ただ し、 このよ うな固場で も、前記の条件 を満たす団

場では、水 田処理 は可能である。       | 十
 1      -     十 1 -

( 2 ) 除 草効果 は手散布処理 とほば同等であるが、水 日付近での除草‐効果| がやや不安定

となることがあるので、処理条件・処宰方持争.厳守すや■と。  _ : ‐ i‐ t .
( 3 ) 水 口が 複数 簡所 あ る圃 場 で は、 全 て の水 日か ら同時 に ( 複数 人数 必要 ) ま た は連

|す続して! ( 1‐人の場合)薬剤が力等←な―るように控騨する手|。 ■ |‐ | | | |
( 4 )圃 場外へ薬剤が流出 (オーバーフロー)しないように注意するこ| , |ギ |
( 5 )水 口処理が可能なフロアプル除草剤については随時防除基準にお栽するので、こ

―れを劣■与特草却を選―択レ‐年用に当|つてい使甲幸半|1呼〒=や|やPi!!―

当該事項 に係 る試験研究課題        ‐
  ~ ・  t   i  l ■  | わ

水稲 ( A ) - 3 - 1 - 4 - ( 5 ) 生 育調節剤等 による生育制御技術の確立

参考文献 ・資料

省略

初期 水 管 理

-27-




